
商事法務No.2228 2020. 4.15

─ 14 ─

一　

は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
三
月
二
四
日
、
金
融
庁
に
設
置
さ
れ
た

「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
有
識
者

検
討
会
」（
令
和
元
年
度
）（
座
長
・
神
作
裕
之
東
京
大
学

大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
。
以
下「
有
識
者
検
討
会
」

と
い
う
）
に
お
い
て
、「『
責
任
あ
る
機
関
投
資
家
』
の

諸
原
則
《
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
》」

の
再
改
訂
版
（
以
下
「
再
改
訂
版
コ
ー
ド
」
と
い
う
）
が

公
表
さ
れ
た
（
注
一
）。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー

ド
（
以
下
「
本
コ
ー
ド
」
と
い
う
）
は
二
〇
一
四
年
二
月

に
策
定
、
二
〇
一
七
年
五
月
に
改
訂
さ
れ
て
お
り
、
今

回
が
二
度
目
の
改
訂
（
以
下
「
本
再
改
訂
」
と
い
う
）
と

な
る
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
「
形
式
」
か
ら

「
実
質
」
へ
と
深
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
幅
広
い
関

係
者
に
お
い
て
本
コ
ー
ド
の
趣
旨
・
精
神
を
確
認
し
、

互
い
に
共
有
し
た
上
で
、
今
般
の
再
改
訂
に
つ
い
て
適

確
な
理
解
が
深
ま
り
、
実
効
的
な
取
組
み
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
本
再
改
訂
の

経
緯
・
内
容
等
に
つ
い
て
解
説
を
試
み
る
。
な
お
、
本

稿
に
お
い
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
い
ず
れ
も
筆
者

ら
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
申
し
添

え
て
お
く
。

二　

本
再
改
訂
の
経
緯

　

日
本
企
業
の
事
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
通

信
技
術
の
発
展
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
日
本
企
業
の

事
業
リ
ス
ク
や
収
益
機
会
に
与
え
る
影
響
の
増
大
な

ど
、
投
資
家
や
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
で
、
資
本
市
場
の
機
能
の
発
揮
を
通
じ
て
わ
が

国
全
体
の
最
適
な
資
金
フ
ロ
ー
を
実
現
し
、
企
業
価
値

の
向
上
と
収
益
の
果
実
を
家
計
に
も
た
ら
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
顧
客
・
受

益
者
か
ら
投
資
先
企
業
へ
と
向
か
う
投
資
資
金
の
流
れ

（
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
）
に
お
い
て
、
機
関
投

資
家
と
企
業
と
の
建
設
的
な
対
話
を
通
じ
て
、
中
長
期

的
な
企
業
価
値
の
向
上
と
持
続
的
な
成
長
を
促
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
下
、
わ
が
国
で
は
、
二
〇
一
二

年
の
第
二
次
安
倍
内
閣
発
足
以
降
、
政
府
の
成
長
戦
略

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の 

再
改
訂
の
解
説

井
上
　
俊
剛 

金
融
庁
企
画
市
場
局
企
業
開
示
課
長

島
貫
ま
ど
か 

金
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庁
企
画
市
場
局
企
業
開
示
課
課
長
補
佐

山
田
　
裕
章 

金
融
庁
企
画
市
場
局
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業
開
示
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長
補
佐

西
原
　
彰
美 

金
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庁
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画
市
場
局
企
業
開
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情
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提
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年
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等
の
ア
セ
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ト
オ
ー
ナ
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に
よ
る
ス

チ
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ワ
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ド
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４　

機
関
投
資
家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
サ
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ビ

ス
の
質
の
向
上

５　

そ
の
他

四　

本
再
改
訂
に
伴
う
公
表
内
容
の
追
加
等
に
つ

い
て

１　

原
則
（
指
針
を
含
む
）
に
お
い
て
公
表
が
求
め

ら
れ
る
具
体
的
項
目

２　

原
則
（
指
針
を
含
む
）
を
実
施
し
な
い
場
合
に

お
け
る
そ
の
理
由
の
説
明

３　

公
表
に
当
た
っ
て
の
そ
の
他
の
留
意
事
項

五　

お
わ
り
に
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の
一
環
と
し
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が

位
置
づ
け
ら
れ
、
本
コ
ー
ド
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
・
改
訂
等
の
取
組
み
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
ま
ず
、
二
〇
一
四
年
二
月
に
、「
日
本
版
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
有
識
者
検
討

会
」（
座
長
・
神
作
裕
之
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研

究
科
教
授
）
に
よ
っ
て
本
コ
ー
ド
が
策
定
さ
れ
た
。
翌

二
〇
一
五
年
六
月
に
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
の
適
用
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
さ
ら
な
る
深
化
へ
向
け

て
、
二
〇
一
七
年
五
月
に
は
本
コ
ー
ド
が
、
二
〇
一
八

年
六
月
に
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が

そ
れ
ぞ
れ
改
訂
さ
れ
た
（
注
二
）（
注
三
）。

　

両
コ
ー
ド
は
、
そ
の
対
象
を
そ
れ
ぞ
れ
機
関
投
資
家

と
上
場
会
社
と
し
、
そ
の
双
方
が
質
の
高
い
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
へ
向
け
て
適
切
に
活
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
価
値
の
向
上
お
よ
び
企
業
の
持

続
的
な
成
長
と
、
顧
客
・
受
益
者
の
中
長
期
的
な
投
資

リ
タ
ー
ン
の
確
保
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で

あ
り
、
い
わ
ば
「
車
の
両
輪
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
後
述
の
と
お
り
、
本
再

改
訂
は
、
両
コ
ー
ド
の
位
置
づ
け
を
変
更
す
る
も
の
で

は
な
い
。

　

こ
う
し
た
両
コ
ー
ド
の
策
定
・
改
訂
等
の
取
組
み
を

受
け
て
、
足
下
で
は
、
複
数
の
独
立
社
外
取
締
役
を
選

任
す
る
上
場
企
業
が
大
き
く
増
加
す
る
な
ど
、
企
業
側

の
取
組
み
に
は
一
定
の
進
捗
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

独
立
社
外
取
締
役
が
真
に
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は

ま
だ
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
改
善
に
向
け
て
、

投
資
家
か
ら
の
働
き
か
け
が
引
き
続
き
重
要
な
役
割
を

果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
。
機
関
投
資
家
側
に
お
い
て

も
、
本
コ
ー
ド
の
受
入
れ
を
表
明
し
た
機
関
投
資
家
等

は
同
コ
ー
ド
の
策
定
以
降
一
貫
し
て
増
加
基
調
に
あ

り
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
三
日
時
点
で
は
二
八
〇
機
関

に
達
し
て
い
る
。
運
用
機
関
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

活
動
に
係
る
情
報
提
供
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
七
年
の

本
コ
ー
ド
の
改
訂
を
受
け
て
、
個
別
の
議
決
権
行
使
結

果
を
公
表
す
る
機
関
は
一
〇
〇
機
関
を
超
え
た
。
二
〇

一
九
年
の
株
主
総
会
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
議
決
権
行
使
の

理
由
を
個
別
議
案
ご
と
に
公
表
す
る
機
関
が
増
加
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に

お
け
る
機
関
投
資
家
の
取
組
み
に
は
一
定
の
進
捗
が
み

ら
れ
る
。
他
方
で
、
国
内
外
か
ら
、

　

・ 　

企
業
と
の
対
話
の
中
身
が
依
然
と
し
て
形
式
的

な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の

向
上
に
十
分
つ
な
が
っ
て
い
な
い

　

・ 　

企
業
開
示
の
充
実
を
求
め
る
一
方
で
自
ら
の
説

明
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
は
必
ず
し
も
積
極
的
で

は
な
い
例
が
あ
る

　

・ 　

コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
の
意

義
へ
の
認
識
不
足
等
か
ら
コ
ー
ド
の
遵
守
状
況
の

把
握
が
機
械
的
で
あ
る

等
の
指
摘
が
さ
れ
、
よ
り
実
効
性
を
高
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の

実
効
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
金
融
庁
・
東
京
証
券
取

引
所
が
事
務
局
を
務
め
る
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・

コ
ー
ド
及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」（
座
長
・
池
尾
和
人
立
正
大
学

経
済
学
部
教
授
。
以
下「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」
と
い
う
）

に
お
い
て
、
二
〇
一
九
年
四
月
二
四
日
、「
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
更
な
る
推
進
に
向
け
た
検
討
の

方
向
性
」
と
題
す
る
意
見
書
（
以
下
「
本
意
見
書
」
と
い

う
）
が
公
表
さ
れ
た
。
本
意
見
書
に
お
い
て
は
、
本

コ
ー
ド
の
再
改
訂
を
見
据
え
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
各
主
体
（
運
用
機
関
、
ア
セ
ッ
ト

オ
ー
ナ
ー
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
、
年
金
運
用
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）
の
当
面
の
課
題
を
挙
げ
た
上
で
、
こ
れ
ら
に

対
す
る
今
後
の
検
討
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
（
注
四
）。

　

本
意
見
書
の
提
言
を
受
け
、
金
融
庁
に
お
い
て
二
〇

一
九
年
一
〇
月
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
有
識
者
検
討
会

を
開
催
し
、
同
年
一
二
月
二
〇
日
、
有
識
者
検
討
会
は
、

本
コ
ー
ド
の
再
改
訂
案
を
公
表
し
た
（
注
五
）。
同
時

に
、
再
改
訂
に
当
た
っ
て
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
論
点
を

「
意
見
公
募
項
目
」
と
し
て
ま
と
め
た
上
で
、
広
く
各
界

の
意
見
を
募
集
す
る
べ
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
（
注
六
）
に
付
し
た
。
そ
の
後
、
国
内
外
の
六
七
の

個
人
・
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
、

二
〇
二
〇
年
三
月
二
四
日
に
再
改
訂
版
コ
ー
ド
が
公
表

さ
れ
た
。
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三　

本
再
改
訂
の
内
容

　

本
再
改
訂
の
内
容
は
、
本
コ
ー
ド
全
体
に
関
わ
る
論

点
と
、
主
体
（
運
用
機
関
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
、
議
決

権
行
使
助
言
会
社
や
年
金
運
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
含
む

機
関
投
資
家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
）
ご
と
の
論
点
に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
本
再
改
訂
の
全
体
像
は
図
表

１
・
図
表
２
を
参
照
）。
以
下
で
は
、
全
体
に
関
わ
る
論

点
と
、
各
主
体
に
関
わ
る
論
点
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
関

連
す
る
原
則
・
指
針
に
言
及
し
つ
つ
、
本
再
改
訂
の
内

容
を
解
説
す
る
。
な
お
、
再
改
訂
版
コ
ー
ド
の
引
用
箇

所
の
う
ち
、
本
再
改
訂
に
よ
る
追
記
部
分
に
は
傍
線
を

付
し
て
い
る
。

１　

全
体
に
関
す
る
改
訂

⑴　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
含
む
中
長

期
的
な
持
続
可
能
性
）
の
考
慮

前
文

　

 　

本
コ
ー
ド
に
お
い
て
、「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

責
任
」
と
は
、
機
関
投
資
家
が
、
投
資
先
企
業
や
そ

の
事
業
環
境
等
に
関
す
る
深
い
理
解
の
ほ
か
運
用
戦

略
に
応
じ
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を

含
む
中
長
期
的
な
持
続
可
能
性
）
の
考
慮
に
基
づ
く

建
設
的
な「
目
的
を
持
っ
た
対
話
」（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
）
な
ど
を
通
じ
て
、
当
該
企
業
の
企
業
価
値
の

向
上
や
持
続
的
成
長
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、「
顧

客
・
受
益
者
」（
最
終
受
益
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）

の
中
長
期
的
な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
責
任

を
意
味
す
る
。
…
…

指
針
一
–
一

　

 　

機
関
投
資
家
は
、
投
資
先
企
業
や
そ
の
事
業
環
境

等
に
関
す
る
深
い
理
解
の
ほ
か
運
用
戦
略
に
応
じ
た

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
含
む
中
長
期

的
な
持
続
可
能
性
）
の
考
慮
に
基
づ
く
建
設
的
な

「
目
的
を
持
っ
た
対
話
」（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
な

ど
を
通
じ
て
、
当
該
企
業
の
企
業
価
値
の
向
上
や
そ

の
持
続
的
成
長
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
・
受
益

者
の
中
長
期
的
な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

指
針
一
–
二

　
 　

機
関
投
資
家
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
下
、
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
た
め
の
方
針
、
す
な

わ
ち
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
ど
の
よ
う
に

考
え
、
そ
の
考
え
に
則
っ
て
当
該
責
任
を
ど
の
よ
う

に
果
た
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
顧
客
・
受
益
者
か

ら
投
資
先
企
業
へ
と
向
か
う
投
資
資
金
の
流
れ
（
イ

ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
）
の
中
で
の
自
ら
の

置
か
れ
た
位
置
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
す
の
か
に
つ
い
て
の
明
確
な
方
針
を
策
定
し
、
こ

れ
を
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

　

 　

そ
の
際
、
運
用
戦
略
に
応
じ
て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
る
か
に

つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
た
上
で
当
該
方
針
に
お
い
て

明
確
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

指
針
四
–
二

　

 　

機
関
投
資
家
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
巡
る
課

題
に
関
す
る
対
話
に
当
た
っ
て
は
、
運
用
戦
略
と
整

合
的
で
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
や
企
業
の

持
続
的
成
長
に
結
び
付
く
も
の
と
な
る
よ
う
意
識
す

べ
き
で
あ
る
。

原
則
七

　

 　

機
関
投
資
家
は
、
投
資
先
企
業
の
持
続
的
成
長
に

資
す
る
よ
う
、
投
資
先
企
業
や
そ
の
事
業
環
境
等
に

関
す
る
深
い
理
解
の
ほ
か
運
用
戦
略
に
応
じ
た
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
考
慮
に
基
づ
き
、
当
該
企
業
と
の

対
話
や
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
伴
う
判
断
を

適
切
に
行
う
た
め
の
実
力
を
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。

指
針
七
–
一

　

 　

機
関
投
資
家
は
、
投
資
先
企
業
と
の
対
話
を
建
設

的
な
も
の
と
し
、
か
つ
、
当
該
企
業
の
持
続
的
成
長

に
資
す
る
有
益
な
も
の
と
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
投

資
先
企
業
や
そ
の
事
業
環
境
等
に
関
す
る
深
い
理
解

の
ほ
か
運
用
戦
略
に
応
じ
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

考
慮
に
基
づ
き
、
当
該
企
業
と
の
対
話
や
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
伴
う
判
断
を
適
切
に
行
う
た

め
の
実
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

 　

こ
の
た
め
、
機
関
投
資
家
は
、
こ
う
し
た
対
話
や

判
断
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。
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〔図表１〕　再改訂版コードのポイント

〔図表２〕　再改訂版コードの概要

コーポレートガバナンス・コード

リターン リターン

投資投資

リターン

資金

働きかけ 建設的な対話 企業最終受益者
（国民）

アセットオーナー
（企業年金等）

運用機関

議決権行使助言会社年金運用コンサルタント
機関投資家向けサービス提供者

改訂点③ 改訂点②

改訂点④

＜再改訂のポイント＞
①　全体に関わる点　⑴サステナビリティ（ESG要素を含む中長期的な持続可能性）の考慮
　　　　　　　　　　⑵債券等に投資する機関投資家へのコードの適用
　　　　　　　　　　⑶「中長期的な企業価値の向上」という目的の意識
②　運用機関：建設的な対話の促進に向けた情報提供の充実
③　アセットオーナー：企業年金のスチュワードシップ活動の後押し
④　議決権行使助言会社
⑤　年金運用コンサルタント　：機関投資家向けサービスの質の向上

改訂点⑤

スチュワードシップ・コード
改訂点①

再改訂の概要

②運用機関

③アセットオーナー

④議決権行使助言会社

⑤年金運用コンサルタント

①全体に関わる論点

・規模や能力等に応じてスチュワードシップ活動を行うべき

・外観的に利益相反が疑われる議案や議決権行使方針に照らして説明を要す
　る判断を行った議案等、投資先企業との建設的な対話に資する観点から重
　要と判断される議案について「賛否の理由」を公表すべき
・企業との対話の状況を含むスチュワードシップ活動の結果や自己評価につ
　いて、企業の持続的成長と中長期的な投資リターンの拡大に向けられたか
　を意識して公表することが重要

・利益相反の管理を行うべき

助言の正確性や透明性を確保するため、
・人的・組織的体制の充実（日本拠点の整備含む）
・助言策定プロセスの透明性の確保
・企業との積極的な意見交換

⑴サステナビリティ（ESG要素を含む中長期的な持続可能性）の考慮
⑵コードの目的に沿うスチュワードシップ活動ができる場合における、上場
　株式以外の資産（債券等）に投資する機関投資家へのコードの適用
⑶中長期的な企業価値の向上および企業の持続的な成長という目的にスチュ
　ワードシップ活動が向けられたかを意識すべき



商事法務No.2228 2020. 4.15

─ 18 ─

ア　

本
コ
ー
ド
の
目
的
、
指
針
一
–
一
、
原
則
七
、

お
よ
び
指
針
七
–
一

　

昨
今
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
投
資
家
・
企
業
等
の
間

で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
高

ま
っ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
に
改
訂
さ
れ
た
英
国
の
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
は
、「
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
」
を
「
経
済
、
環
境
、
社
会
へ
の
持
続
可
能

な
利
益
を
も
た
ら
す
よ
う
な
顧
客
と
最
終
受
益
者
に
対

す
る
長
期
的
な
価
値
を
生
む
た
め
の
、
資
本
の
責
任
あ

る
分
配
、
管
理
、
監
督
」（
金
融
庁
仮
訳
）
と
新
た
に
定

義
し
、
投
資
判
断
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
の
考
慮
を
明

示
的
に
要
求
し
て
い
る
（
注
七
）。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
有
識
者
検
討
会
に
お
い
て

も
、

　

・ 　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
等
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
考
慮

す
る
こ
と
は
、
事
業
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
減
少
の

み
な
ら
ず
収
益
機
会
に
も
つ
な
が
る

　

・ 　

世
界
中
で
の
昨
今
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
め
ぐ
る
動
き
の

急
速
な
変
化
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
変
化
自
体

が
リ
ス
ク
や
収
益
機
会
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
指
摘
等
を
踏
ま

え
、
再
改
訂
版
コ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
前
文
冒
頭
の「
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
」
の
定
義
に
お
け
る
建
設
的

な
「
目
的
を
持
っ
た
対
話
」（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
が
、

「
運
用
戦
略
に
応
じ
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要

素
を
含
む
中
長
期
的
な
持
続
可
能
性
）
の
考
慮
」
に
も
基

づ
く
こ
と
に
つ
い
て
、
新
た
に
明
記
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

他
方
で
、
有
識
者
検
討
会
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要

素
は
企
業
価
値
の
向
上
に
資
す
る
限
度
で
こ
れ
を
追
求

す
べ
き
と
の
意
見
も
複
数
出
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
再
改
訂
で
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

責
任
の
定
義
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
考
慮
を
取
り
入

れ
つ
つ
も
、
本
再
改
訂
前
と
同
様
に
、「
企
業
の
企
業
価

値
の
向
上
や
持
続
的
成
長
を
促
す
こ
と
」
に
よ
り
、
顧

客
・
受
益
者
の
中
長
期
的
な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を

図
る
こ
と
が
本
コ
ー
ド
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
点
は
維

持
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
再
改
訂
版

コ
ー
ド
は
、
英
国
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド

の
よ
う
に
「
経
済
、
環
境
、
社
会
へ
の
持
続
可
能
な
利

益
を
も
た
ら
す
よ
う
な
」
顧
客
と
最
終
受
益
者
に
対
す

る
長
期
的
な
価
値
を
生
む
た
め
の
責
任
を
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
と
位
置
づ
け
る
考
え
方
と
は
一
線
を
画
し
て

い
る
点
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
原
則
七
お
よ
び
指
針
七
–
一
に
お
い
て

も
、
機
関
投
資
家
が
企
業
と
の
対
話
や
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
活
動
に
伴
う
判
断
を
適
切
に
行
う
た
め
の
実
力

を
備
え
る
に
当
た
り
、
前
述
と
同
様
に
、
投
資
先
企
業

と
の
対
話
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
考
慮
を
求

め
る
旨
を
明
記
し
て
い
る
。
今
後
、
運
用
戦
略
に
応
じ

た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
考
慮
に
基
づ
き
投
資
先
企
業

と
の
対
話
や
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
行
っ
て
い

く
に
当
た
り
、
そ
の
た
め
の
実
力
を
備
え
て
い
く
こ
と

も
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
質
の
向
上
に
資
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

イ　

指
針
一
–
二

　

前
述
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
動
き
の
高
ま

り
等
を
踏
ま
え
て
、
本
再
改
訂
後
の
指
針
一
–
二
で

は
、
機
関
投
資
家
が
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果

た
す
た
め
の
方
針
に
お
い
て
、
運
用
戦
略
に
応
じ
て
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考

慮
す
る
か
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
た
上
で
明
確
に
示

す
べ
き
と
の
記
載
を
新
た
に
追
加
し
て
い
る
。

　

そ
の
際
、
考
慮
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

課
題
の
内
容
・
程
度
等
に
つ
い
て
は
、
各
機
関
投
資
家

の
運
用
戦
略
に
よ
っ
て
違
い
が
出
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
各
機
関
投
資
家
の
自
主
的
か
つ
多
様
な

取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、「
運
用
戦
略
に
応
じ
」
た
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
旨
を
明
記
し
て
い
る
。

ウ　

指
針
四
–
二

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
課
題
に
関
す
る
対
話

に
関
し
て
は
、
機
関
投
資
家
は
、
運
用
戦
略
と
整
合
的

で
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
や
企
業
の
持
続
的

成
長
に
結
び
付
く
も
の
と
な
る
よ
う
意
識
す
べ
き
、
と

す
る
指
針
四
–
二
を
新
設
し
て
い
る
。
前
記
ア
の
と
お

り
、
本
コ
ー
ド
は
、
引
き
続
き
、
企
業
価
値
の
向
上
と

企
業
の
持
続
的
成
長
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
中
長
期
的

な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
指
針
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
課
題
に
関
す
る
対
話
を
行
う
場
合

に
も
、
そ
の
目
的
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
旨

を
明
確
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
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⑵　

上
場
株
式
以
外
の
資
産
に
投
資
す
る
機
関
投
資
家

へ
の
本
コ
ー
ド
の
適
用

前
文
一
〇

　

 　

本
コ
ー
ド
は
、
基
本
的
に
、
機
関
投
資
家
が
日
本

の
上
場
株
式
に
投
資
を
行
う
場
合
を
念
頭
に
置
い
て

い
る
が
、
本
コ
ー
ド
の
冒
頭
に
掲
げ
る
「
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
」
の
遂
行
に
資
す
る
限
り
に
お

い
て
、
他
の
資
産
に
投
資
を
行
う
場
合
に
も
適
用
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

本
コ
ー
ド
は
、
従
前
よ
り
、
日
本
の
上
場
株
式
に
投

資
を
行
う
場
合
を
基
本
的
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
こ

れ
に
関
し
て
、
有
識
者
検
討
会
に
お
い
て
は
、
前
述
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
国
内
外
の
動
き
の
高
ま

り
の
中
で
、

　

・ 　

債
券
等
の
上
場
株
式
以
外
の
資
産
に
投
資
す
る

機
関
投
資
家
に
お
い
て
も
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

活
動
を
行
う
こ
と
が
有
益
な
場
合
も
あ
る
の
で
は

な
い
か

　

・ 　

投
資
先
企
業
と
の
建
設
的
な
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
通
じ
て
、
当
該
企
業
と
の
中
長
期
的
な
企
業

価
値
の
向
上
や
持
続
的
成
長
を
促
す
と
い
う
こ
と

と
同
時
に
、
最
終
受
益
者
の
中
長
期
的
な
投
資
リ

タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
と
い
う
コ
ー
ド
の
趣
旨
に

照
ら
し
て
考
え
る
と
、
そ
の
対
象
は
上
場
株
式
に

と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い

　

・ 　

コ
ー
ド
の
対
象
範
囲
を
上
場
株
式
以
外
の
資
産

に
拡
大
す
る
こ
と
で
、
よ
り
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
・
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
高
度
化
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か

等
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、

　

・ 　

債
券
保
有
者
と
株
主
と
の
間
に
は
利
益
相
反
が

生
じ
る
場
合
が
あ
る

　

・ 　

特
に
日
本
の
場
合
に
は
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
よ

る
デ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
か
ら
株
主
に
よ
る
エ
ク
イ

テ
ィ
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
と
移
行
し
て
き
た
こ
と
に
鑑

み
る
と
、
株
主
資
本
コ
ス
ト
の
意
識
づ
け
や
資
本

生
産
性
の
改
善
等
は
エ
ク
イ
テ
ィ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

規
律
の
中
で
引
き
続
き
定
着
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る

等
の
指
摘
も
な
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
指
摘
を
受
け
、
本
再
改
訂
後
の
前
文
一
〇

で
は
、「
本
コ
ー
ド
の
冒
頭
に
掲
げ
る
『
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
責
任
』
の
遂
行
に
資
す
る
限
り
」
に
お
い
て
、

日
本
の
上
場
株
式
以
外
の
資
産
に
も
適
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。「
本
コ
ー
ド
の
冒

頭
に
掲
げ
る『
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
』」
に
言
及

し
た
の
は
、
日
本
の
上
場
株
式
以
外
の
資
産
に
投
資
す

る
場
合
に
本
コ
ー
ド
を
適
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

企
業
価
値
向
上
や
企
業
の
持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
を
明
示
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

　

日
本
の
上
場
株
式
以
外
の
資
産
保
有
者
に
は
、
株
主

と
同
様
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
行
う
こ
と
が

困
難
で
あ
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
が
、
た
と
え
ば
中
長

期
的
な
観
点
で
は
株
主
と
社
債
権
者
と
で
利
害
が
一
致

す
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
八
）。
ま
た
、
本

コ
ー
ド
は
、
日
本
の
上
場
株
式
を
念
頭
に
置
い
た
記
載

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
日
本
の
上
場
株
式
以
外
の
資
産

へ
の
投
資
に
つ
い
て
本
コ
ー
ド
を
適
用
す
る
場
合
に

は
、
当
該
資
産
に
適
用
可
能
な
範
囲
で
本
コ
ー
ド
の
原

則
・
指
針
を
適
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

な
お
、
前
文
一
〇
は
、
日
本
の
上
場
株
式
以
外
の
資

産
に
も
本
コ
ー
ド
を
適
用
す
る
こ
と
が「
可
能
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
機
関
投
資
家

が
日
本
の
上
場
株
式
以
外
の
資
産
に
本
コ
ー
ド
を
適
用

し
な
い
場
合
に
、
必
ず
し
も
、
実
施
し
な
い
理
由
の
説

明
（
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
）
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
た

だ
し
、
日
本
の
上
場
株
式
以
外
の
資
産
に
本
コ
ー
ド
を

適
用
す
る
場
合
に
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を

果
た
す
た
め
の
方
針
に
お
い
て
積
極
的
に
説
明
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶　
「
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
及
び
持
続
的
な
成

長
」
と
い
う
目
的
へ
の
意
識

指
針
七
–
四

　

 　

機
関
投
資
家
は
、
本
コ
ー
ド
の
各
原
則
（
指
針
を

含
む
）
の
実
施
状
況
を
適
宜
の
時
期
に
省
み
る
こ
と

に
よ
り
、
本
コ
ー
ド
が
策
定
を
求
め
て
い
る
各
方
針

の
改
善
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
将
来
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
活
動
が
よ
り
適
切
な
も
の
と
な
る
よ
う
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　

 　

特
に
、
運
用
機
関
は
、
持
続
的
な
自
ら
の
ガ
バ
ナ
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ン
ス
体
制
・
利
益
相
反
管
理
や
、
自
ら
の
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
等
の
改
善
に
向
け
て
、
本
コ
ー

ド
の
各
原
則
（
指
針
を
含
む
）
の
実
施
状
況
を
定
期

的
に
自
己
評
価
し
、
自
己
評
価
の
結
果
を
投
資
先
企

業
と
の
対
話
を
含
む
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の

結
果
と
合
わ
せ
て
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、

こ
れ
ら
は
自
ら
の
運
用
戦
略
と
整
合
的
で
、
中
長
期

的
な
企
業
価
値
の
向
上
や
企
業
の
持
続
的
成
長
に
結

び
付
く
も
の
と
な
る
よ
う
意
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　

有
識
者
検
討
会
に
お
い
て
は
、
本
コ
ー
ド
の
策
定
か

ら
約
六
年
を
経
て
、
本
コ
ー
ド
に
係
る
議
論
の
対
象
が

拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
企
業
価
値
の
向
上
と
企
業
の

持
続
的
成
長
と
い
う
本
コ
ー
ド
の
目
的
へ
の
意
識
が
薄

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
が
形

式
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
再
改
訂
版
コ
ー
ド
に

お
い
て
は
、
機
関
投
資
家
が
本
コ
ー
ド
に
基
づ
き
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
行
う
際
に
は
、
本
コ
ー
ド

の
目
的
を
意
識
し
た
上
で
、
実
効
的
な
取
組
み
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
。

２　

運
用
機
関
の
建
設
的
な
対
話
の
促
進
に
向
け
た

情
報
提
供
の
充
実

指
針
五
–
三

　

 　

機
関
投
資
家
は
、
議
決
権
の
行
使
結
果
を
、
少
な

く
と
も
議
案
の
主
な
種
類
ご
と
に
整
理
・
集
計
し
て

公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

　

 　

ま
た
、
機
関
投
資
家
が
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責

任
を
果
た
す
た
め
の
方
針
に
沿
っ
て
適
切
に
議
決
権

を
行
使
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
可
視
性
を
さ

ら
に
高
め
る
観
点
か
ら
、
機
関
投
資
家
は
、
議
決
権

の
行
使
結
果
を
、
個
別
の
投
資
先
企
業
及
び
議
案
ご

と
に
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
投
資

家
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ
り
、
個
別
の
投
資
先
企
業

及
び
議
案
ご
と
に
議
決
権
の
行
使
結
果
を
公
表
す
る

こ
と
が
必
ず
し
も
適
切
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合

に
は
、
そ
の
理
由
を
積
極
的
に
説
明
す
べ
き
で
あ

る
。

　

 　

議
決
権
の
行
使
結
果
を
公
表
す
る
際
、
機
関
投
資

家
が
議
決
権
行
使
の
賛
否
の
理
由
に
つ
い
て
対
外
的

に
明
確
に
説
明
す
る
こ
と
も
、
可
視
性
を
高
め
る
こ

と
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
外
観
的
に
利

益
相
反
が
疑
わ
れ
る
議
案
や
議
決
権
行
使
の
方
針
に

照
ら
し
て
説
明
を
要
す
る
判
断
を
行
っ
た
議
案
等
、

投
資
先
企
業
と
の
建
設
的
な
対
話
に
資
す
る
観
点
か

ら
重
要
と
判
断
さ
れ
る
議
案
に
つ
い
て
は
、
賛
否
を

問
わ
ず
、
そ
の
理
由
を
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

指
針
七
–
四

　

 　

機
関
投
資
家
は
、
本
コ
ー
ド
の
各
原
則
（
指
針
を

含
む
）
の
実
施
状
況
を
適
宜
の
時
期
に
省
み
る
こ
と

に
よ
り
、
本
コ
ー
ド
が
策
定
を
求
め
て
い
る
各
方
針

の
改
善
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
将
来
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
活
動
が
よ
り
適
切
な
も
の
と
な
る
よ
う
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　

 　

特
に
、
運
用
機
関
は
、
持
続
的
な
自
ら
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
体
制
・
利
益
相
反
管
理
や
、
自
ら
の
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
等
の
改
善
に
向
け
て
、
本
コ
ー

ド
の
各
原
則
（
指
針
を
含
む
）
の
実
施
状
況
を
定
期

的
に
自
己
評
価
し
、
自
己
評
価
の
結
果
を
投
資
先
企

業
と
の
対
話
を
含
む
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の

結
果
と
合
わ
せ
て
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、

こ
れ
ら
は
自
ら
の
運
用
戦
略
と
整
合
的
で
、
中
長
期

的
な
企
業
価
値
の
向
上
や
企
業
の
持
続
的
成
長
に
結

び
付
く
も
の
と
な
る
よ
う
意
識
す
べ
き
で
あ
る
。

⑴　

議
決
権
の
行
使
結
果
の
公
表
の
充
実

　

本
再
改
訂
前
の
指
針
五
–
三
は
、
機
関
投
資
家
に
よ

る
議
決
権
の
行
使
結
果
を
、
個
別
の
投
資
先
企
業
お
よ

び
議
案
ご
と
に
公
表
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
個
別

の
公
表
を
行
わ
な
い
場
合
に
も
、
少
な
く
と
も
議
案
の

主
な
種
類
ご
と
に
整
理
・
集
計
し
て
公
表
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
た
。
ま
た
、
議
決
権
の
行
使
結
果
を
公
表
す

る
際
、
機
関
投
資
家
が
議
決
権
行
使
の
賛
否
の
理
由
に

つ
い
て
対
外
的
に
明
確
に
説
明
す
る
こ
と
も
、
可
視
性

を
高
め
る
こ
と
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い

た
。
前
述
の
と
お
り
、
二
〇
一
九
年
の
株
主
総
会
シ
ー

ズ
ン
で
は
、
会
社
提
案
に
反
対
し
た
場
合
等
の
議
決
権

行
使
の
理
由
を
個
別
議
案
ご
と
に
公
表
す
る
機
関
が
増

加
し
た
も
の
の
、
議
決
権
行
使
の
理
由
を
公
表
す
る
機

関
数
は
依
然
五
〇
を
下
回
っ
て
い
る（
二
〇
一
九
年
九
月

時
点
）。
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フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
運
用
機
関
に
つ
い

て
、
議
決
権
行
使
の
理
由
の
説
明
な
ど
投
資
先
企
業
と

の
対
話
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
公
表
が
不
十
分
で
あ
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
本
意
見
書
に
お
い
て
も
、
運

用
機
関
に
つ
い
て
、
建
設
的
な
対
話
の
実
質
化
に
向
け

て
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と

と
も
に
企
業
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
観
点
か
ら
、
個

別
の
議
決
権
行
使
に
係
る
賛
否
の
理
由
等
の
情
報
提
供

の
充
実
を
促
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
が
示
さ

れ
た
。

　

有
識
者
検
討
会
の
議
論
に
お
い
て
も
、
議
決
権
行
使

の
賛
否
の
理
由
の
開
示
は
発
展
途
上
で
あ
り
、
改
善
の

余
地
は
大
き
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
他
方
で
、
議
決

権
行
使
の
賛
否
の
理
由
の
開
示
を
一
律
に
求
め
る
こ
と

は
、
コ
ス
ト
面
の
関
係
か
ら
難
し
く
、
利
益
相
反
が
懸

念
さ
れ
る
議
案
や
世
間
で
注
目
さ
れ
て
い
る
議
案
に
対

し
て
賛
否
の
理
由
を
開
示
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と

の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
再
改
訂
後
の
指
針
五
–
三
に
お
い
て

は
、
特
に
外
観
的
に
利
益
相
反
が
疑
わ
れ
る
議
案
や
議

決
権
行
使
の
方
針
に
照
ら
し
て
説
明
を
要
す
る
判
断
を

行
っ
た
議
案
等
、
投
資
先
企
業
と
の
建
設
的
な
対
話
に

資
す
る
観
点
か
ら
重
要
と
判
断
さ
れ
る
議
案
に
つ
い
て

は
、
賛
否
を
問
わ
ず
、
そ
の
理
由
を
公
表
す
べ
き
と
い

う
記
載
を
追
加
し
た
。

　

こ
こ
で
の「
外
観
的
に
利
益
相
反
が
疑
わ
れ
る
議
案
」

と
は
、
た
と
え
ば
、
親
会
社
な
ど
、
運
用
機
関
と
同
一

グ
ル
ー
プ
内
の
企
業
に
お
け
る
議
案
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
に
限
ら
ず
、「
外
観
的
に
利
益

相
反
が
疑
わ
れ
る
議
案
」
に
該
当
す
る
か
否
か
も
含

め
、
賛
否
の
理
由
の
公
表
が
必
要
と
な
る
議
案
の
判
断

に
際
し
て
は
、
投
資
先
企
業
と
の
建
設
的
な
対
話
に
資

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
か
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

各
機
関
投
資
家
に
お
い
て
、
個
別
の
事
情
等
も
踏
ま
え

つ
つ
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ

る
。⑵　

運
用
機
関
の
自
己
評
価
お
よ
び
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
活
動
の
結
果
の
公
表

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
建
設
的
な
対
話
の
実

質
化
に
向
け
て
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
す
と
と
も
に
企
業
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
観

点
か
ら
、
企
業
と
の
対
話
活
動
お
よ
び
そ
の
結
果
や
本

コ
ー
ド
の
各
原
則
の
実
施
状
況
の
自
己
評
価
等
に
関
す

る
説
明
や
情
報
提
供
の
充
実
を
、
運
用
機
関
に
促
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
有
識
者
検
討

会
の
議
論
に
お
い
て
も
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動

の
結
果
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
七
年
の
本
コ
ー
ド
改
訂
の
後
、
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
報
告
を
公
表
し
て
い
る
機
関

は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
報
告
内
容
に
つ
い
て

は
、
対
話
の
内
容
お
よ
び
そ
の
結
果
ま
で
記
載
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
内
容
が
抽
象
的
な
も
の
も
あ

り
、
記
載
内
容
に
つ
い
て
運
用
機
関
ご
と
に
大
き
な
差

異
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
本
再
改
訂
後
の
指
針

七
–
四
で
は
、
運
用
機
関
に
お
い
て
定
期
的
に
行
わ
れ

る
自
己
評
価
の
結
果
の
公
表
に
合
わ
せ
、
投
資
先
企
業

と
の
対
話
を
含
む
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
結
果

も
公
表
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
（
注
九
）。

　

な
お
、
こ
こ
で
は
、
実
施
し
た
対
話
の
件
数
や
回
数

等
の
形
式
的
・
短
期
的
な
「
結
果
」
の
公
表
を
求
め
る

こ
と
は
意
図
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
点
を
明
確
化
す

べ
く
、
本
再
改
訂
後
の
指
針
七
–
四
で
は
、
自
己
評
価

お
よ
び
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
公
表
す
る
際
に

は
、
こ
れ
ら
は
自
ら
の
運
用
戦
略
と
整
合
的
で
、
中
長

期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
や
企
業
の
持
続
的
成
長
に
結

び
付
く
も
の
と
な
る
よ
う
意
識
す
べ
き
と
さ
れ
た
。
ア

セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
側
に
お
い
て
も
、
委
託
す
る
運
用

機
関
に
対
し
、
前
述
の
よ
う
な
形
式
的
・
短
期
的
な
結

果
の
公
表
を
求
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
指
針
七
–
四

の
趣
旨
に
照
ら
し
た
対
応
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
機
関
投
資
家
が
投
資
先
企
業
と
の
対
話
を
行

う
に
当
た
っ
て
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
結

果
が
出
る
ま
で
に
は
長
期
間
か
か
る
場
合
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
結
果
の
公
表
の

た
め
に
、
容
易
に
結
果
が
出
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

課
題
に
偏
重
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意
す
べ
き
で

あ
る
。
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３　

企
業
年
金
等
の
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
後
押
し

指
針
一
–
三

　

 　

ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
は
、
最
終
受
益
者
の
視
点
を

意
識
し
つ
つ
、
そ
の
利
益
の
確
保
の
た
め
、
自
ら
の

規
模
や
能
力
等
に
応
じ
、
運
用
機
関
に
よ
る
実
効
的

な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

運
用
機
関
に
促
す
べ
き
で
あ
る
。
ア
セ
ッ
ト
オ
ー

ナ
ー
が
直
接
、
議
決
権
行
使
を
伴
う
資
金
の
運
用
を

行
う
場
合
に
は
、
自
ら
の
規
模
や
能
力
等
に
応
じ
、

自
ら
投
資
先
企
業
と
の
対
話
等
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
活
動
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

指
針
一
–
四

　

 　

ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
は
、
自
ら
の
規
模
や
能
力
等

に
応
じ
、
運
用
機
関
に
よ
る
実
効
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
運
用
機
関
の
選

定
や
運
用
委
託
契
約
の
締
結
に
際
し
て
、
議
決
権
行

使
を
含
め
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
関
し
て

求
め
る
事
項
や
原
則
を
運
用
機
関
に
対
し
て
明
確
に

示
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
大
規
模
な
ア
セ
ッ
ト
オ
ー

ナ
ー
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー

ン
の
中
で
の
自
ら
の
置
か
れ
て
い
る
位
置
・
役
割
を

踏
ま
え
、
運
用
機
関
の
方
針
を
検
証
な
く
単
に
採
択

す
る
の
で
は
な
く
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を

果
た
す
観
点
か
ら
、
自
ら
主
体
的
に
検
討
を
行
っ
た

上
で
、
運
用
機
関
に
対
し
て
議
決
権
行
使
を
含
む
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
関
し
て
求
め
る
事
項
や

原
則
を
明
確
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

指
針
一
–
五

　

 　

ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
は
、
自
ら
の
規
模
や
能
力
等

に
応
じ
、
運
用
機
関
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動

が
自
ら
の
方
針
と
整
合
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か

に
つ
い
て
、
運
用
機
関
の
自
己
評
価
な
ど
も
活
用
し

な
が
ら
、
実
効
的
に
運
用
機
関
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

際
し
て
は
、
運
用
機
関
と
投
資
先
企
業
と
の
間
の
対

話
等
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
「
質
」
に
重

点
を
置
く
べ
き
で
あ
り
、
運
用
機
関
と
投
資
先
企
業

と
の
面
談
回
数
・
面
談
時
間
や
議
決
権
行
使
の
賛
否

の
比
率
等
の
形
式
的
な
確
認
に
終
始
す
べ
き
で
は
な

い
。

　

顧
客
・
受
益
者
か
ら
投
資
先
企
業
へ
と
向
か
う
投
資

資
金
の
流
れ
（
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
）
全
体

の
機
能
向
上
を
促
す
た
め
に
は
、
最
終
受
益
者
の
最
も

近
く
に
位
置
す
る
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
役
割
が
重
要

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
二
〇
一
八
年
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂
に
お
い

て
、
企
業
年
金
が
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
期
待
さ

れ
る
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
母
体
企
業
に
よ
る
人

事
面
・
運
営
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
原
則
二
–
六

が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
企
業
年
金
に
よ
る
本

コ
ー
ド
の
受
入
れ
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
数
は

未
だ
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
注
一
〇
）。

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
本
コ
ー
ド
の
受
入
れ

が
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
ア
セ
ッ
ト

オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
企
業
年
金
等
に
お
い
て
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
活
動
の
範
囲
に
関
す
る
理
解
が
進
ん
で
い
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
金
融
庁

が
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
企
業
年
金
等
が

本
コ
ー
ド
の
受
入
れ
を
表
明
す
る
と
、
投
資
先
企
業
と

直
接
対
話
を
し
た
り
、
議
決
権
行
使
を
し
た
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
誤
っ
た
認
識
や
、
規
約
型
の
確
定

給
付
企
業
年
金
は
本
コ
ー
ド
の
受
入
れ
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
誤
っ
た
認
識
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら

れ
た
。
有
識
者
検
討
会
に
お
い
て
も
、
特
に
中
小
規
模

の
企
業
年
金
に
お
い
て
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活

動
の
範
囲
や
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
、
と
の

意
見
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
指
摘
や
、
企
業
年
金
等
の
ア
セ
ッ
ト
オ
ー

ナ
ー
は
議
決
権
行
使
を
伴
う
資
金
の
運
用
を
直
接
行
わ

な
い
場
合
が
多
い
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
指
針
一
–
三
で

は
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
基
本

的
に
委
託
先
の
運
用
機
関
に
お
い
て
実
効
的
な
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
運
用
機
関
に

促
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
旨
が
明
確
に
示
さ
れ
た
（
注

一
一
）。
こ
れ
に
加
え
、
規
約
型
の
確
定
給
付
企
業
年
金

に
つ
い
て
も
本
コ
ー
ド
の
受
入
れ
対
象
で
あ
る
旨
が
明

確
に
示
さ
れ
た
（
再
改
訂
版
コ
ー
ド
脚
注
九
参
照
）。
ま

た
、
各
企
業
年
金
に
よ
っ
て
そ
の
規
模
や
体
制
に
差
異

が
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
指
針
一
–
三
か
ら
指
針
一

–
五
に
お
い
て
、「
自
ら
の
規
模
や
能
力
等
に
応
じ
」
運
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用
機
関
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
。

　

な
お
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
運
用
機
関
に
対
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
際
し
て
は
、
運
用
機
関
と
投
資
先
企

業
と
の
間
の
対
話
等
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の

「
質
」
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
り
、
各
指
針
は
ア
セ
ッ

ト
オ
ー
ナ
ー
か
ら
運
用
機
関
に
対
し
て
必
ず
し
も
個
別

詳
細
な
指
示
を
行
う
こ
と
ま
で
を
求
め
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
（
注
一
二
）。

　

企
業
年
金
等
に
関
す
る
本
再
改
訂
の
内
容
や
趣
旨
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
後
押
し
を
す
る
観
点
か

ら
、
金
融
庁
と
し
て
も
企
業
年
金
に
対
す
る
周
知
活
動

や
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
取
組
み
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
そ
の
他
の
関
係
者
に
お
い
て
も

周
知
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

４　

機
関
投
資
家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上

⑴　

機
関
投
資
家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
関
す
る
原

則
の
新
設

前
文
九

　

 　

ま
た
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
や
年
金
運
用
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
機
関
投
資
家
か
ら
業
務
の
委
託

等
を
受
け
、
機
関
投
資
家
が
実
効
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
活
動
を
行
う
こ
と
に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
主
体
（
以
下
、「
機
関
投
資
家
向
け

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
」
と
い
う
。）
に
は
、
顧
客
・
受
益

者
か
ら
投
資
先
企
業
へ
と
向
か
う
投
資
資
金
の
流
れ

（
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
）
全
体
の
機
能

向
上
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
本
コ
ー
ド
の
原
則
八
は
、
機
関
投
資

家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
ほ
か
、
そ
の
他
の
原
則
（
指
針
を
含
む
）
も
、
原

則
八
と
矛
盾
し
な
い
範
囲
で
機
関
投
資
家
向
け
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
に
適
用
さ
れ
る
。

原
則
八

　

 　

機
関
投
資
家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
機
関
投

資
家
が
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
に
当

た
り
、
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
機
能
向
上
に
資
す
る
も

の
と
な
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

指
針
八
–
一

　

 　

議
決
権
行
使
助
言
会
社
・
年
金
運
用
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
含
む
機
関
投
資
家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

は
、
利
益
相
反
が
生
じ
得
る
局
面
を
具
体
的
に
特
定

し
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
効
的
に
管
理
す
る
の
か

に
つ
い
て
の
明
確
な
方
針
を
策
定
し
て
、
利
益
相
反

管
理
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
取
組

み
を
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

　

近
年
、
パ
ッ
シ
ブ
運
用
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
中
で
、
機
関
投
資
家
に
対
す
る
議
決
権
行
使
助
言
会

社
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

企
業
年
金
に
お
い
て
は
、
全
体
の
約
三
割
、
資
産
規
模

一
、
〇
〇
〇
億
円
以
上
の
企
業
年
金
の
約
七
割
が
、
年

金
運
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
間
で
契
約
関
係
を
有
す

る
と
の
デ
ー
タ
が
あ
る
（
注
一
三
）。
こ
う
し
た
中
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
年
金
運
用
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
、
顧
客
に
対
す
る
影
響
力
を
背
景
と
し
て
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
と
あ
わ
せ
て
自
ら
の
投
資
商
品
の

購
入
の
勧
誘
を
行
う
例
が
み
ら
れ
る
と
の
意
見
や
、
年

金
運
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
運
用
機
関
の
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
活
動
を
適
切
に
評
価
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
有
識
者
検
討
会
に
お

い
て
も
、
年
金
運
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
利
益
相

反
管
理
の
重
要
性
等
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
再
改
訂
版
コ
ー
ド
に

お
い
て
は
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
や
、
従
前
本
コ
ー

ド
に
お
い
て
は
明
示
的
に
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
年

金
運
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
含
む
概
念
と
し
て
、
新
た

に
「
機
関
投
資
家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
」
と
い
う
主

体
が
定
義
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
原
則
八
、
指
針
八

–
一
、
八
–
二
、
お
よ
び
八
–
三
が
追
加
さ
れ
た
。

　

指
針
八
–
一
は
、
機
関
投
資
家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
一
般
に
対
し
、
利
益
相
反
管
理
体
制
の
整
備
・
公
表

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

再
改
訂
版
コ
ー
ド
は
、「
機
関
投
資
家
向
け
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
」
を
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
や
年
金
運
用

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
機
関
投
資
家
か
ら
業
務
の
委

託
等
を
受
け
、
機
関
投
資
家
が
実
効
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
活
動
を
行
う
こ
と
に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
主
体
を
広
く
捕
捉
す
る
も
の
と
し
て
定
義
し
て
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い
る
。
こ
の
よ
う
な
定
義
の
下
で
は
、
あ
る
機
関
（
機

関
投
資
家
で
あ
る
場
合
も
含
む
）
が
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
機
能
を
有
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
機
関
投
資

家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
該
当
性
が
判
断
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
（
再
改
訂
版
コ
ー
ド
脚
注
二
七
参
照
）。

⑵　

議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
よ
る
助
言
の
透
明
性
の

確
保

指
針
八
–
二

　

 　

議
決
権
行
使
助
言
会
社
は
、
運
用
機
関
に
対
し
、

個
々
の
企
業
に
関
す
る
正
確
な
情
報
に
基
づ
く
助
言

を
行
う
た
め
、
日
本
に
拠
点
を
設
置
す
る
こ
と
を
含

め
十
分
か
つ
適
切
な
人
的
・
組
織
的
体
制
を
整
備
す

べ
き
で
あ
り
、
透
明
性
を
図
る
た
め
、
そ
れ
を
含
む

助
言
策
定
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
的
に
公
表
す
べ
き
で
あ

る
。

指
針
八
–
三

　

 　

議
決
権
行
使
助
言
会
社
は
、
企
業
の
開
示
情
報
に

基
づ
く
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
、
自
ら
企
業
と
積
極
的

に
意
見
交
換
し
つ
つ
、
助
言
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

 　

助
言
の
対
象
と
な
る
企
業
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合

に
、
当
該
企
業
に
対
し
て
、
前
提
と
な
る
情
報
に
齟

齬
が
な
い
か
等
を
確
認
す
る
機
会
を
与
え
、
当
該
企

業
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
も
合
わ
せ
て
顧
客
に
提
供
す

る
こ
と
も
、
助
言
の
前
提
と
な
る
情
報
の
正
確
性
や

透
明
性
の
確
保
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ア　

経
緯

　

近
時
に
お
け
る
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
影
響
力

の
拡
大
に
係
る
指
摘
を
踏
ま
え
、
た
と
え
ば
、
米
国
に

お
い
て
は
、
米
国
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
が
、
議

決
権
行
使
助
言
会
社
に
よ
る
助
言
の
正
確
性
と
透
明
性

等
を
高
め
る
た
め
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
対
す

る
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
の
改
正
案
を
提
案
し
て
い
る
（
注
一

四
）。
そ
の
他
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
七
年
に
、

議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
等
を

確
保
す
る
た
め
の
手
続
、
助
言
の
対
象
企
業
に
係
る
個

別
事
情
の
考
慮
の
有
無
・
内
容
、
対
象
企
業
と
の
対
話

の
有
無
等
に
つ
い
て
の
開
示
を
求
め
る
株
主
権
利
指
令

の
改
正
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
九
年
六
月
ま
で
に
加
盟
国

の
国
内
法
の
整
備
が
行
わ
れ
た
（
注
一
五
）。

　

前
回
の
二
〇
一
七
年
の
本
コ
ー
ド
の
改
訂
時
に
も
、

同
様
の
問
題
意
識
の
下
で
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の

責
務
が
明
確
化
さ
れ
た
（
本
再
改
訂
前
の
指
針
五
–
五
参

照
）。
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
各
議
決

権
行
使
助
言
会
社
に
よ
る
助
言
策
定
プ
ロ
セ
ス
は
依
然

と
し
て
不
透
明
で
あ
り
、
個
々
の
企
業
の
状
況
を
実
質

的
に
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
人
的
・
組
織
的
体
制
が

備
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
等
の
指
摘
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
有
識
者
検
討
会
に
お
い
て
も
、

　

・ 　

議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
よ
る
助
言
は
正
確
な

情
報
を
前
提
と
し
て
発
信
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、

人
的
・
組
織
的
な
体
制
の
充
実
が
重
要
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
一
方
、

　

・ 　

議
決
権
行
使
助
言
会
社
で
は
、
フ
ァ
イ
ア
ー

ウ
ォ
ー
ル
の
設
置
や
情
報
開
示
の
充
実
等
に
よ
り

適
切
に
利
益
相
反
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
世
界
中
の
拠
点
に
お
い
て
リ
サ
ー
チ
は
可
能

で
あ
り
、
日
本
拠
点
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
ら
ず
、

一
年
を
通
じ
て
日
本
以
外
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
等
を
踏
ま

え
、
特
に
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
対
し
て
は
、
指
針

八
–
二
お
よ
び
八
–
三
が
新
設
さ
れ
た
。

イ　

指
針
八
–
二

　

本
再
改
訂
前
の
指
針
五
–
五
は
、
議
決
権
行
使
助
言

会
社
に
対
し
、
助
言
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
等
に
関
し
て
自

ら
の
取
組
み
を
公
表
す
べ
き
と
し
て
い
た
が
、
前
記
ア

の
指
摘
を
踏
ま
え
、
本
再
改
訂
に
お
い
て
は
、「
機
関
投

資
家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
」
向
け
の
原
則
八
の
下

に
、
新
た
に
指
針
八
–
二
が
策
定
さ
れ
た
。

　

指
針
八
–
二
は
、
日
本
に
拠
点
を
設
置
す
る
こ
と
を

含
め
十
分
か
つ
適
切
な
人
的
・
組
織
的
体
制
を
整
備
す

べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
日
本
へ
の
拠
点

の
設
置
は
、
あ
く
ま
で
十
分
か
つ
適
切
な
人
的
・
組
織

的
体
制
の
整
備
の
代
表
的
な
例
の
一
つ
と
し
て
示
さ
れ

た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
お
い

て
は
、
個
々
の
置
か
れ
た
状
況
に
照
ら
し
、
十
分
か
つ

適
切
な
人
的
・
組
織
的
体
制
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
は
、
前
述
の
人

的
・
組
織
的
体
制
の
整
備
を
含
む
助
言
策
定
プ
ロ
セ
ス

の
具
体
的
な
公
表
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
助
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言
策
定
プ
ロ
セ
ス
と
は
、
一
般
的
に
、
助
言
策
定
に
当

た
っ
て
依
拠
す
る
主
な
情
報
源
、
対
象
企
業
と
の
対
話

の
有
無
・
態
様
等
が
念
頭
に
置
か
れ
て
お
り
（
再
改
訂

版
コ
ー
ド
脚
注
二
八
参
照
）、
個
別
の
議
案
に
係
る
助
言

に
当
た
っ
て
の
対
話
の
内
容
等
の
開
示
を
求
め
る
も
の

で
は
な
い
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

ウ　

指
針
八
–
三

　

有
識
者
検
討
会
に
お
い
て
は
、

　

・ 　

本
コ
ー
ド
の
仕
組
み
に
お
い
て
議
決
権
行
使
助

言
会
社
は
重
要
な
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
で
あ
り
、

コ
ー
ド
に
署
名
す
る
以
上
、
建
設
的
な
対
話
の
機

能
も
担
う
べ
き
で
あ
る

　

・ 　

パ
ッ
シ
ブ
運
用
が
広
く
行
わ
れ
る
中
で
多
く
の

運
用
機
関
が
議
決
権
行
使
助
言
会
社
を
利
用
し
て

い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
企
業
の
持
続
的
成
長
に
資

す
る
議
決
権
行
使
助
言
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、

個
々
の
企
業
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
前
提
と
し

た
適
切
な
助
言
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
指
摘
等
を
含
ま

え
、
指
針
八
–
三
が
策
定
さ
れ
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
議
決
権
行
使

助
言
会
社
が
指
針
八
–
三
に
基
づ
く
取
組
み
を
行
う
た

め
に
は
、
日
本
企
業
の
株
主
総
会
の
開
催
時
期
が
集
中

し
て
い
る
こ
と
の
解
消
や
総
会
資
料
の
早
期
開
示
が
必

要
で
あ
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
指
摘

を
踏
ま
え
、
再
改
訂
版
コ
ー
ド
と
同
日
公
表
し
た
「
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
再
改
訂
に
当
た
っ

て
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
項
目
が
将
来
的
な
課
題
と

さ
れ
、
今
後
、
実
態
も
踏
ま
え
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
会
議
や
金
融
庁
を
含
む
関
係
者
に
お
い
て
さ
ら
に
検

討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

指
針
八
–
三
と
の
関
係
で
は
、
関
係
者
に
お
い
て
以

上
の
よ
う
な
企
業
側
の
取
組
み
を
促
し
て
い
く
一
方

で
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
助
言
の
前
提
と
な
る
情

報
の
正
確
性
や
透
明
性
を
図
る
た
め
に
、
議
決
権
行
使

助
言
会
社
に
お
い
て
指
針
に
記
載
さ
れ
た
取
組
み
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

５　

そ
の
他

⑴　

機
関
投
資
家
内
部
で
の
連
携

　

指
針
四
–
一
は
、
機
関
投
資
家
は
、
中
長
期
的
視
点

か
ら
投
資
先
企
業
の
企
業
価
値
お
よ
び
資
本
効
率
を
高

め
、
そ
の
持
続
的
成
長
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
対

話
を
、
投
資
先
企
業
と
の
間
で
建
設
的
に
行
う
こ
と
を

通
じ
て
、
当
該
企
業
と
の
認
識
の
共
有
を
図
る
よ
う
に

努
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
成

果
と
し
て
、
機
関
投
資
家
と
投
資
先
企
業
と
の
対
話
が

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
有
識
者
検
討
会
に
お
い

て
、
投
資
先
企
業
と
の
対
話
を
そ
の
後
の
取
組
み
に
つ

な
げ
る
た
め
に
は
、
機
関
投
資
家
の
内
部
に
お
い
て
、

対
話
を
行
う
部
署
と
、
そ
れ
以
外
の
部
署
（
た
と
え
ば

運
用
を
行
う
部
署
や
議
決
権
行
使
を
行
う
部
署
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要

素
を
専
門
に
取
り
扱
う
部
署
等
）
が
よ
く
連
携
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
踏
ま

え
て
再
改
訂
版
コ
ー
ド
に
脚
注
一
四
が
追
加
さ
れ
た
。

⑵　

機
関
投
資
家
の
株
式
の
保
有
状
況

　

再
改
訂
版
コ
ー
ド
で
は
、
有
識
者
検
討
会
で
の
議
論

を
踏
ま
え
、
脚
注
一
五
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、
機
関
投

資
家
が
企
業
と
の
対
話
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
自
ら

が
投
資
先
企
業
の
株
式
を
ど
の
程
度
保
有
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
企
業
に
対
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

場
合
も
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
建
設
的
な
対
話
の
質
と
保
有
株
式

の
多
寡
は
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
脚
注
で
は
「
株
式
保
有
の
多
寡

に
か
か
わ
ら
ず
、
機
関
投
資
家
と
投
資
先
企
業
と
の
間

で
建
設
的
な
対
話
が
行
わ
れ
る
べ
き
」
と
の
考
え
方
が

あ
わ
せ
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。

⑶　

対
話
の
相
手
方

　

有
識
者
検
討
会
に
お
い
て
は
、
投
資
先
企
業
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
よ
り
理
解
し
、
か
つ
よ
り
中
立
的
な
視
点
か

ら
の
対
話
を
進
め
る
等
の
観
点
か
ら
、

　

・ 　

運
用
機
関
は
非
業
務
執
行
役
員
に
対
し
て
も
対

話
を
行
っ
て
ほ
し
い

　

・ 　

社
外
取
締
役
に
対
し
、
執
行
側
か
ら
の
説
明
や

資
料
の
提
出
は
あ
る
の
か
、
適
時
適
切
な
報
告
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
等
を
聞
け
ば
、
そ
の
企
業
の

執
行
側
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
意
識
お
よ
び
非
業
務
執
行

役
員
自
ら
が
報
告
を
要
求
し
て
い
る
の
か
の
姿
勢

が
わ
か
る

　

・ 　

非
業
務
執
行
役
員
と
対
話
を
す
れ
ば
非
業
務
執

行
役
員
が
ど
の
程
度
ガ
バ
ナ
ン
ス
等
に
対
す
る
知

見
を
有
し
、
実
質
的
に
貢
献
可
能
な
の
か
を
確
か
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め
ら
れ
る

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
再

改
訂
版
コ
ー
ド
に
脚
注
一
七
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、
た

と
え
ば
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
状
況
や
事
業
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
等
の
経
営
上
の
優
先
課
題
に
つ
い

て
は
、
投
資
先
企
業
と
の
認
識
の
共
有
を
図
る
た
め

に
、
業
務
の
執
行
に
は
携
わ
ら
な
い
役
員
と
の
間
で
対

話
を
行
う
こ
と
も
有
益
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　

こ
こ
で
の
「
業
務
の
執
行
に
は
携
わ
ら
な
い
役
員
」

と
は
、
た
と
え
ば
、
独
立
性
を
有
し
な
い
社
外
取
締
役

や
監
査
委
員
・
監
査
等
委
員
な
ど
、
脚
注
一
七
で
例
示

さ
れ
て
い
る
独
立
社
外
取
締
役
や
監
査
役
以
外
の
者
も

含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
ど
の
よ
う
な
議
題

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
役
員
と
対
話
を
行
う
こ
と
が
有

益
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
状
況
に
即
し
て
検
討
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

本
再
改
訂
に
伴
う
公
表
内
容
の
追
加
等
に

つ
い
て

　

本
再
改
訂
前
の
コ
ー
ド
を
受
け
入
れ
て
い
る
機
関
投

資
家
は
、
再
改
訂
版
コ
ー
ド
の
公
表
の
遅
く
と
も
六
カ

月
後
（
二
〇
二
〇
年
九
月
末
）
ま
で
に
、
本
再
改
訂
の
内

容
を
踏
ま
え
て
、
再
改
訂
版
コ
ー
ド
の
各
原
則
（
指
針

を
含
む
）
に
基
づ
く
公
表
項
目
（
以
下
「
公
表
項
目
」
と

い
う
）
の
更
新
を
行
い
（
あ
わ
せ
て
、
更
新
を
行
っ
た
旨

も
公
表
）、
そ
の
旨
を
金
融
庁
に
通
知
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

再
改
訂
版
コ
ー
ド
の
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
各
機
関

投
資
家
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
の
株
主
総
会
シ
ー
ズ

ン
か
ら
再
改
訂
版
コ
ー
ド
を
念
頭
に
置
い
た
対
応
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
観
点
で
検
討
が
進
め
ら

れ
、
二
〇
二
〇
年
三
月
が
公
表
時
期
と
さ
れ
た
。
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
よ
り
実
効
的
な
も
の
と
し

て
い
く
観
点
か
ら
は
、
準
備
が
整
っ
て
い
る
各
機
関
投

資
家
に
お
い
て
は
、
六
カ
月
の
期
間
を
待
つ
こ
と
な

く
、
率
先
し
て
本
再
改
訂
を
踏
ま
え
た
対
応
や
公
表
項

目
の
更
新
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

本
再
改
訂
に
伴
い
機
関
投
資
家
等
に
よ
る
公
表
が
求

め
ら
れ
る
項
目
に
つ
い
て
は
図
表
３
を
参
照
さ
れ
た

い
。
以
下
で
は
そ
の
補
足
的
な
解
説
を
行
う
。

１　

原
則
（
指
針
を
含
む
）
に
お
い
て
公
表
が
求
め

ら
れ
る
具
体
的
項
目

　

再
改
訂
版
コ
ー
ド
の
各
原
則（
指
針
を
含
む
）
に
お
い

て
は
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」
の

考
え
方
の
下
、
一
定
の
項
目
に
つ
い
て
「
公
表
す
べ
き

で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
再
改
訂
に
お
い
て
は
、
以
下
が
新
た
に
「
公
表
す

べ
き
で
あ
る
」
項
目
と
し
て
追
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
す
で
に
本
再
改
訂
前
の
コ
ー
ド
を
受
け
入
れ
て

い
る
機
関
投
資
家
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
公
表

項
目
の
記
載
の
更
新
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ⅰ　

す
べ
て
の
機
関
投
資
家
に
当
て
は
ま
る
も
の

　

・ 　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
た
め
の

方
針
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
課
題
を
ど

の
よ
う
に
考
慮
す
る
か
に
つ
い
て
記
載
（
指
針
一

–
二
）

ⅱ　

議
決
権
行
使
を
行
う
機
関
投
資
家
に
当
て
は
ま

る
も
の

　

・ 　

議
決
権
の
行
使
結
果
に
つ
い
て
、
外
観
的
に
利

益
相
反
が
疑
わ
れ
る
議
案
や
議
決
権
行
使
の
方
針

に
照
ら
し
て
説
明
を
要
す
る
判
断
を
行
っ
た
議
案

等
、
投
資
先
企
業
と
の
建
設
的
な
対
話
に
資
す
る

観
点
か
ら
重
要
と
判
断
さ
れ
る
議
案
に
つ
い
て

は
、
賛
否
を
問
わ
ず
、
そ
の
理
由
を
公
表
（
指
針

五
–
三
）

ⅲ　

運
用
機
関
に
当
て
は
ま
る
も
の

　

・ 　

顧
客
・
受
益
者
の
利
益
の
確
保
や
利
益
相
反
防

止
の
た
め
、
た
と
え
ば
独
立
し
た
取
締
役
会
や
、

議
決
権
行
使
の
意
思
決
定
や
監
督
の
た
め
の
第
三

者
委
員
会
な
ど
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
整
備
し
、

こ
れ
を
公
表
（
指
針
二
–
三
）

　

・ 　

本
コ
ー
ド
の
各
原
則（
指
針
を
含
む
）
の
実
施
状

況
に
関
す
る
自
己
評
価
の
結
果
を
、
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
活
動
の
結
果
と
あ
わ
せ
て
公
表
（
指
針

七
–
四
）

ⅳ　

機
関
投
資
家
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
当
て
は

ま
る
も
の

　

・ 　

利
益
相
反
が
生
じ
得
る
局
面
を
具
体
的
に
特
定

し
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
効
的
に
管
理
す
る
の

か
に
つ
い
て
の
明
確
な
方
針
を
策
定
し
て
、
利
益

相
反
管
理
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
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の
取
組
み
を
公
表
（
指
針
八
–

一
）

ⅴ　

議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
当

て
は
ま
る
も
の

　

・ 　

日
本
に
拠
点
を
設
置
す
る
こ

と
を
含
め
十
分
か
つ
適
切
な
人

的
・
組
織
的
体
制
の
整
備
を
含

む
助
言
策
定
プ
ロ
セ
ス
を
具
体

的
に
公
表
（
指
針
八
–
二
）

２　

原
則
（
指
針
を
含
む
）
を
実

施
し
な
い
場
合
に
お
け
る
そ
の

理
由
の
説
明

　

再
改
訂
版
コ
ー
ド
は
、
引
き
続

き
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク

ス
プ
レ
イ
ン
」
の
手
法
を
採
用
し
て

お
り
、
従
前
ど
お
り
、
実
施
し
な
い

原
則（
指
針
を
含
む
）
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
指
針
も
ま
た
「
コ
ン

プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ

ン
」
の
対
象
で
あ
る
か
ら
、
各
指
針

を
実
施
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由

の
説
明
が
求
め
ら
れ
る
（
再
改
訂
版

コ
ー
ド
前
文
一
四
お
よ
び
一
五
参
照
）。

原
則（
指
針
を
含
む
）
を
実
施
し
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
具
体

的
な
取
組
み
に
つ
い
て
積
極
的
に
説

〔図表３〕　再改訂版コードにおいて公表が求められる項目
すべての機関投資家に当てはまるもの

スチュワードシップ方針 
（指針１－２）

運用戦略に応じて，サステナビリティに関する課題をどのように考慮するか
について，検討を行った上で，スチュワードシップ責任を果たすための方針
を公表

利益相反管理 
（指針２－２）

〇�あらかじめ想定し得る利益相反の主な類型について，これをどのように実
効的に管理するのかについての明確な方針を策定し，これを公表

〇�特に運用機関は，議決権行使や対話に重要な影響を及ぼす利益相反が生じ
得る局面を具体的に特定し，顧客・受益者の利益を確保するための措置に
ついて具体的な方針を策定し，これを公表

議決権行使助言会社の 
利用 

（指針５－４）

議決権行使助言会社のサービスを利用している場合には，議決権の行使結果
の公表に合わせ，当該議決権行使助言会社の名称および当該サービスの具体
的な活用方法を公表
議決権行使を行う機関投資家に当てはまるもの

議決権の行使結果 
（指針５－３）

〇�議決権の行使結果を，個別の投資先企業および議案ごとに公表（それぞれ
の機関投資家のおかれた状況により，個別の投資先企業および議案ごとに
議決権の行使結果を公表することが必ずしも適切でないと考えられる場合
には，その理由を積極的に説明）

※�　個別に公表を行わない場合には，少なくとも議案の主な種類ごとに整理・集計
して公表

〇�特に，外観的に利益相反が疑われる議案や議決権行使の方針に照らして説
明を要する判断を行った議案等，投資先企業との建設的な対話に資する観
点から重要と判断される議案については，賛否を問わず，その理由を公表

※�　議決権の行使結果を公表する際，機関投資家が議決権の行使の賛否の理由を対
外的に説明することも可視性を高めることに資する

運用機関に当てはまるもの

利益相反管理 
（指針２－３）

顧客・受益者の利益の確保や利益相反防止のため，たとえば独立した取締役
会や，議決権行使の意思決定や監督のための第三者委員会などのガバナンス
体制を整備し，これを公表

自己評価およびスチュ
ワードシップ活動の結果 

（指針７－４）

本コードの各原則（指針を含む）の実施状況を定期的に自己評価し，自己評
価の結果を投資先企業との対話を含むスチュワードシップ活動の結果と合わ
せて公表
機関投資家向けサービス提供者に当てはまるもの

利益相反管理 
（指針８－１）

利益相反が生じ得る局面を具体的に特定し，これをどのように実効的に管理
するのかについての明確な方針を策定して，利益相反管理体制を整備すると
ともに，これらの取組みを公表

議決権行使助言会社に当てはまるもの

助言策定プロセス 
（指針８－２）

日本に拠点を設置することを含め十分かつ適切な人的・組織的体制の整備を
含む助言策定プロセスを具体的に公表
※�　助言策定プロセスの公表については，一般的に，助言策定に当たって，依拠す

る主な情報源，対象企業との対話の有無，態様等を公表することが考えられる
※本再改訂により追加された箇所には下線
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明
を
行
う
こ
と
も
、
顧
客
・
受
益
者
か
ら
十
分
な
理
解

を
得
る
観
点
か
ら
は
、
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

機
関
投
資
家
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
趣
旨
に
沿
っ
た

対
応
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
指
針
の
中
に
は
、「
重
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
る

な
ど
、
必
ず
し
も
一
定
の
行
動
を
と
る
べ
き
（
と
る
べ

き
で
な
い
）
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
項
目
が
あ
る
が
、

こ
う
し
た
指
針
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
、
実
施
し
な

い
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。３　

公
表
に
当
た
っ
て
の
そ
の
他
の
留
意
事
項

　

公
表
項
目
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
見
直
し
・
更
新
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
再
改

訂
に
お
い
て
、
更
新
を
行
っ
た
際
に
は
、
そ
の
旨
も
公

表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る（
再
改
訂
版
コ
ー
ド
前

文
一
五
参
照
）。

五　

お
わ
り
に

　

二
〇
一
四
年
の
本
コ
ー
ド
の
策
定
か
ら
約
六
年
が
経

過
し
、
前
述
の
と
お
り
機
関
投
資
家
に
お
い
て
は
本

コ
ー
ド
に
沿
っ
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
一
定
の
進
捗
が

み
ら
れ
る
。
他
方
で
本
コ
ー
ド
の
本
来
の
目
的
、
そ
し

て
再
改
訂
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
本
コ
ー

ド
の
受
入
れ
を
表
明
し
て
い
る
機
関
投
資
家
等
に
お
い

て
、
今
一
度
本
コ
ー
ド
の
目
的
・
趣
旨
を
確
認
し
た
上

で
、
自
ら
の
行
動
が
真
に
適
切
な
も
の
と
な
る
よ
う
創

意
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関

係
者
の
真
摯
な
取
組
み
を
通
じ
て
本
コ
ー
ド
が
真
に
わ

が
国
の
資
本
市
場
へ
定
着
し
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
改
革
が
さ
ら
に
そ
の
実
効
性
を
備
え
て
い
く
こ
と

が
、
強
く
期
待
さ
れ
る
。

　

機
関
投
資
家
・
企
業
共
に
将
来
の
予
測
や
リ
ス
ク
把

握
が
困
難
な
昨
今
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
だ

か
ら
こ
そ
、
機
関
投
資
家
等
に
お
い
て
再
改
訂
版
コ
ー

ド
を
踏
ま
え
た
実
質
を
伴
っ
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
、

機
関
投
資
家
と
企
業
と
の
対
話
を
通
じ
て
企
業
価
値
の

向
上
や
持
続
的
な
成
長
が
促
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
中

長
期
的
な
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

（
注
一
） 

金
融
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
再
改
訂
版
）
の
確
定
に
つ
い
て
」

（
令
和
二
年
三
月
二
四
日
））
に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
い

る
（https://w

w
w

.fsa.go.jp/new
s/r1/singi/20200324.

htm
l

）。

（
注
二
） 
こ
れ
ま
で
の
両
コ
ー
ド
の
改
訂
の
経
緯
・
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
田
原
泰
雅=

染
谷
浩
史=

安
井
桂
大

「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
の
解
説
」
本

誌
二
一
三
八
号
（
二
〇
一
七
）
一
五
頁
、
田
原
泰
雅=

渡
邉
浩
司=

染
谷
浩
史=
安
井
桂
大
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂
と
『
投
資
家
と
企
業
の

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
の
解
説
」
本
誌
二
一
七
一
号（
二

〇
一
八
）
四
頁
以
下
参
照
。

（
注
三
） 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
お
い
て

は
、
本
コ
ー
ド
等
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
る
取
組
み
だ
け

で
な
く
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
お
い
て
も
取
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
投
資
判
断
に
必
要
な
情
報
の
十
分
か
つ
適

時
で
わ
か
り
や
す
い
提
供
や
投
資
家
と
企
業
と
の
建
設

的
な
対
話
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
二
〇
一
九
年
一

月
、
役
員
報
酬
や
政
策
保
有
株
式
を
含
む
ガ
バ
ナ
ン
ス

情
報
開
示
の
拡
充
、
経
営
戦
略
等
や
事
業
等
の
リ
ス
ク

を
含
む
記
述
情
報
開
示
の
充
実
、
監
査
関
係
の
情
報
開

示
の
拡
充
を
内
容
と
す
る
「
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関

す
る
内
閣
府
令
」
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。
改
正
内
容
の

詳
細
は
、
八
木
原
栄
二=

岡
村
健
史=

堀
内
隼=

片
岡

素
香
「
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
改

正

─
平
成
三
一
年
内
閣
府
令
第
三
号
」
本
誌
二
一
九

四
号
（
二
〇
一
九
）
一
六
頁
以
下
参
照
。
そ
の
他
、「
企

業
情
報
の
開
示
に
関
す
る
原
則
」
お
よ
び
「
記
述
情
報

の
開
示
の
好
事
例
集
」
を
参
考
と
す
る
開
示
情
報
の
充

実
も
期
待
さ
れ
る
。
詳
細
は
、
藤
岡
由
佳
子
＝
前
田
和

哉
＝
國
分
優
子
「『
記
述
情
報
の
開
示
に
関
す
る
原
則
』

お
よ
び
『
記
述
情
報
の
開
示
の
好
事
例
集
』
の
解
説
」

本
誌
二
一
九
六
号
（
二
〇
一
九
）
一
三
頁
以
下
参
照
。

（
注
四
） 

本
意
見
書
で
は
、
本
コ
ー
ド
の
再
改
訂
を
見
据

え
て
、
①
運
用
機
関
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
係
る
賛

否
の
理
由
や
、
対
話
活
動
お
よ
び
そ
の
結
果
や
自
己
評

価
等
に
関
す
る
説
明
・
情
報
提
供
の
充
実
、
②
Ｅ
Ｓ
Ｇ

要
素
等
を
含
む
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
課
題
に

関
す
る
対
話
に
お
け
る
目
的
の
意
識
、
③
企
業
年
金
の

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
後
押
し
、
④
議
決
権
行

使
助
言
会
社
に
お
け
る
体
制
整
備
、
そ
れ
を
含
む
助
言

策
定
プ
ロ
セ
ス
の
具
体
的
公
表
、
企
業
と
の
積
極
的
な

意
見
交
換
、
⑤
年
金
運
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
お
け
る

利
益
相
反
管
理
体
制
の
整
備
や
そ
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
等
、
に
つ
い
て
の
提
言
が
出
さ
れ
た
。
本
意

見
書
の
経
緯
・
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
森
岡
和
宏
＝
藤
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田
直
文
＝
西
原
彰
美
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
の
更
な
る
推
進
に
向
け
た
検
討
の
方
向
性
」
本
誌
二

一
九
九
号
（
二
〇
一
九
）
一
二
頁
以
下
参
照
。

（
注
五
） 
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
や
有
識
者
検
討
会
に
お

け
る
議
論
の
過
程
で
は
、
国
内
外
の
機
関
投
資
家
等
の

関
係
者
か
ら
、
企
業
と
投
資
家
と
の
間
の
「
建
設
的
な

対
話
」
の
あ
り
方
や
昨
今
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
係

る
動
向
等
に
つ
い
て
幅
広
く
意
見
を
聴
取
し
て
お
り
、

さ
ら
に
、
有
識
者
検
討
会
で
は
、
国
際
的
な
機
関
投
資

家
団
体
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｇ
Ｎ
（International C

orporate 

G
overnance N

etw
ork

）
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、
幅

広
い
視
点
か
ら
の
議
論
を
行
っ
た
。

（
注
六
） 

再
改
訂
案
に
つ
い
て
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
二

〇
日
か
ら
二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日
ま
で
の
間
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
語

で
は
四
四
の
個
人
お
よ
び
団
体
か
ら
、
英
語
で
は
二
三

の
個
人
お
よ
び
団
体
か
ら
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
の
概
要
お
よ
び
提
出
さ
れ
た

意
見
に
対
す
る
考
え
方
は
、
金
融
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
公
表
さ
れ
て
い
る（https://w

w
w

.fsa.go.jp/new
s/r1/

singi/20200324.htm
l

）。

（
注
七
） 

英
国
で
は
、
世
界
金
融
危
機
（
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
）
の
発
生
を
契
機
に
議
論
が
行
わ
れ
、
二
〇

一
〇
年
に
世
界
で
は
じ
め
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・

コ
ー
ド
が
策
定
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
に
一
度
改
訂
さ
れ

た
後
、
二
〇
一
九
年
に
二
度
目
の
改
訂
が
行
わ
れ
た

（
二
〇
二
〇
年
一
月
一
日
よ
り
適
用
開
始
）。
当
該
二
度

目
の
改
訂
に
お
い
て
は
、
投
資
判
断
に
お
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ

要
素
の
考
慮
を
明
確
に
要
求
す
る
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
重
視
す
る
方
向
に
舵
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
有
識
者
検
討
会
で
は
、
英
国
の
こ
の
よ
う
な
動
き

を
参
考
と
し
つ
つ
も
、
日
本
の
実
情
に
合
わ
せ
た
再
改

訂
が
試
み
ら
れ
た
。

（
注
八
） 

有
識
者
検
討
会
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
債

券
保
有
者
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
投
資
前
に
企
業
に
対

し
て
コ
ベ
ナ
ン
ツ
を
設
定
し
た
り
、
契
約
書
の
条
件
を

修
正
し
た
り
す
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、
そ
の
影
響
力
を

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

（
注
九
） 

自
己
評
価
や
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
結

果
の
公
表
は
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
が
運
用
機
関
の
選

定
や
評
価
を
行
う
こ
と
に
も
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る

（
再
改
訂
版
コ
ー
ド
脚
注
二
六
参
照
）。

（
注
一
〇
） 

企
業
年
金
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
七
年
の
前

回
の
本
コ
ー
ド
改
訂
以
降
、
新
た
に
二
七
の
基
金
型
・

一
の
規
約
型
の
企
業
年
金
が
受
入
れ
を
表
明
し
て
お

り
、
同
コ
ー
ド
受
入
れ
数
の
増
加
の
兆
し
が
み
ら
れ
る

も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
三
五
の
企
業
年
金
に
よ
る
受

入
れ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
二
〇
二
〇
年
三
月
一
三
日

時
点
）。

（
注
一
一
） 

な
お
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
が
直
接
、
議
決

権
行
使
を
伴
う
資
金
の
運
用
を
行
う
場
合
に
は
、
本

コ
ー
ド
は
、
引
き
続
き
、
自
ら
投
資
先
企
業
と
の
対
話

等
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を

求
め
て
い
る
（
再
改
訂
版
コ
ー
ド
指
針
一
–
三
後
段
参

照
）。

（
注
一
二
） 

現
在
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
が
運
用
機
関
の

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
る
際
に
、
共
通
様
式
を
用
い
る
民
間
団
体
の

取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
民
間
団
体
の
取
組
み
も
相
ま
っ
て
、
ア
セ
ッ
ト

オ
ー
ナ
ー
の
実
効
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
注
一
三
） 

企
業
年
金
連
合
会「
企
業
年
金
実
態
調
査（
二

〇
一
八
年
度
概
要
版
）」（
二
〇
二
〇
年
一
月
一
六
日
公

表
）。

（
注
一
四
） 

米
国
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
検
討
会

第
二
回
の
事
務
局
資
料
参
照
（https://w

w
w

.fsa.go.jp/

singi/stew
ardship/siryou/20191108.htm

l

）。

（
注
一
五
） 

Ｅ
Ｕ
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
検
討
会

第
一
回
の
事
務
局
参
考
資
料
参
照
（https://w

w
w

.fsa.

go.jp/singi/stew
ardship/siryou/20191002.htm

l

）。

（
い
の
う
え
・
と
し
た
け

し
ま
ぬ
き
・
ま
ど
か

や
ま
だ
・
ひ
ろ
あ
き

に
し
は
ら
・
あ
き
み
）


